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 40日間の夏休みはどのように過ごされましたか。7月下旬から始まった東京オリンピック、現在は

パラリンピックが開催されています。日本の活躍や様々な競技を知る機会にもなり、感動・感心しなが

ら見ています。しかし、新型コロナウイルスがデルタ株へ置き換わりが進み、全国的に感染拡大とな

り、8月 2日から神奈川県にも緊急事態宣言が発せられています。このような状況ですので今年の

夏休みもいつもと違う過ごし方をされたのではないでしょうか。8月に入り、横須賀市の新規感染者

数が激増し、学校再開についてもご心配されているのではないでしょうか。8月 24日マチコミメー

ルでお知らせしたとおり、8月 30日（月）からの予定は次のとおりです。 

 

 

 

１ 学校の感染症対策について 

 しばらくの間、学校の感染症対策を次のようにしますのでご理解ご協力をお願いします。 

①家庭での健康観察 

・毎朝の検温等の結果を健康観察記録表に記録して学校へ持ってきて

ください。【継続】 

②登校後の健康観察 

・登校したら玄関で観察記録表をも

とに幼児児童生徒の健康観察をしま

す。（確認できなかった場合は非接触型体温計での検温と健康

観察をします。） 

・教室で非接触型体温計での検温と観察記録表をもとに健康

観察をします。手洗い後に次の活動をします。【継続】 

 

③マスクの使用について 

・幼児児童生徒はフェイスシールドの使用は控え、マスクの着用とします。熱中症予防の観点から、暑

さで息苦しいと感じた時などは、マスクを外したり、一時的に片耳だけかけて呼吸したりするなど、自

身の判断でも適切に対応できるように指導します。体育等運動時のマスクの着用については身体へ

のリスクを考え、必要ないことを知らせます。 
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8月 30日（月）午前授業（幼：１１：３０、小：11:40、中高 11:40（バスの時刻により異なります）） 

8月 31日（火） ～9月 3日（金）午前授業、給食後下校 （幼:13:00、小中高:13:30） 



・マスクの着用方法によって飛沫の捕集効果に違いが生じることから、正しい方法で着用することが

重要です。さらに、一般的なマスクでは、不織布マスクが最も高い効果を持ち、次に布マスク、ウレタ

ンマスクの順に効果があるとされていますのでできるだけ不織布マスクを使用することをお勧めしま

す。※ 

※厚生労働省 ウイルスに関するＱ＆Ａ（般の方向け） 

  「４．問 1 マスクはどのような効果があるのでしょうか。」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html#Q4-1 

 

・教職員については、不織布マスクを使用し、視覚情報等を工夫しながら授業等を進めていきます。

フェイスシールドやマウスシールドは、マスクに比べ感染予防効果が弱いことを理解しながらも学習

保障、情報保障を優先し留意しながら使用してきましたが、飛沫感染防止を考えて不織布マスクとし

ました。しかし、お子様や場面によってはシールドを使用する場合もありますことをご承知ください。 

④換気について 

・教室等は気候上可能な限り、常時換気を実施します。【継続】 

・ランチルームにはサーキュレーターを設置して十分な換気をしていき

ます。 

 

２ 当面の予定について 

8月 30日からの午前授業と緊急事態宣言中（9月 12日）の行事等について 

9月 1日（水）補聴器相談日 → 中止、別日程を調整中です 

    2日（木）、9日（木）手話サークル → 中止 

    3日（金）小学部秋の遠足 → 9月 24日（金）に延期 

    6日（月）夏休作品展 → 校内関係者のみで実施 

    7日（火）ＰＴＡ手話研修会 → 中止 

    8日（水）耳鼻科相談 → 実施予定 

   10日（金）幼稚部秋の遠足 →9月 17日（金）に延期 

 


